
（別紙３）

〜 令和7年3⽉30⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 6

〜 令和7年3⽉30⽇

（対象者数） 3 （回答者数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

計画の⾒直しやモニタリングの質を⾼め、PDCAサイクルを
検討する

2

活動内容に⼦どもの意⾒を反映する⼿段を整備し、主体性を
⼀層育てる⽅法を検討する

3

⽀援記録の質向上と可視化を進め、保護者とも共有できる仕
組みづくりを検討する

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
業務分担の⾒直しや送迎スタッフの確保等の体制整備を検討
する

2
ゴムスロープの設置など段差解消に向けた計画的対応を検討
する

3
⽀援計画や活動紹介を整理し、視覚的に伝わる⼯夫を検討す
る

○事業所名 ひみつきち

○保護者評価実施期間 令和7年3⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

⽀援内容の公表について、よりわかりやすくする余地がある ホームページ等で公開しているが情報の⾒やすさに課題あり

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員の配置は基準を満たしているが、実務上の負担が⼤きい
場⾯がある

⽀援・送迎業務が重なり、⼀部業務に偏りが⽣じている

⽞関に段差があり、将来的な利⽤者への配慮が必要である 現在の利⽤者に⽀障はないが、バリアフリー対応が未整備

放課後等デイサービス計画が職員間で共有され、連携して⽀
援が⾏えている

⽀援前後の打合せや⽇々の記録を通じて、情報共有と連携を
意識している

⽀援プログラムや活動内容が固定化せず多様であり、⼦ども
主体の⽀援を実施している

季節⾏事や創作活動を取り⼊れ、⾃⼰選択・⾃⼰決定の機会
を意識

各種マニュアルやアセスメント体制が整っており、⽀援の質
が安定している

フォーマル・インフォーマルのアセスメントを併⽤し、⽀援
内容に反映

事業所における⾃⼰評価総括表公表


